
 

 

 

秋の味覚、栗
くり

 

校長  和内 正也  

９月を代表する行事食として、「栗ごはん」があります。私の家の周辺には栗の木がそここ

こにあり、これからの時期、いが栗が落ちているのを見かけることもあります。でも地元の栗

を食べることはまずありません。ゆでて皮をむいて、と栗は下ごしらえにたくさんの手間と時

間がかかり、食べるまで大変だな、と思ってしまいます。私の家の周辺の栗は、下ごしらえの

エネルギーが報われるほどのおいしさは足りていないようです。むかれた栗もスーパーに売ら

れていますが、手間がかかっている分けっこうな値段です。 

横浜には中華街があり、あちこちで「天津
てんしん

甘栗」が１年中売られてい

ます。通常の和栗
わ ぐ り

に対してこちらは板
ばん

栗
り

という小粒の栗が使われてい

て、熱した砂利と砂糖で栗を炒
い

って作られます。パリッと簡単に皮がむ

けるのが特徴で、中華街に行くとついつい買ってしまいます。 

関東では茨城県が栗の名産地として有名です。去年収穫の時期に茨城県笠間市を通りかかっ

たので、直売所で栗を買ってみました。まず栗が私の家の周辺にできるものとは段違いに大き

く丸々としていて、身がギッシリつまっていました。食べると甘い中に栗の味がしっかりして

いて、とても感動しました。むく価値十分の栗といえますが、そこで売られていた栗は、焼い

た後にむきやすいよう皮を開く工夫までしてあり、いいお値段でした。 

長野県の小布施
お ぶ せ

も昔から栗菓子で有名なところです。栗ようかんや栗かのこ、栗入りどら焼

き、栗あんのまんじゅうなど、加工品が中心です。賞味期限が当日というモンブランケーキを

以前小布施のお店で買って食べましたが、絶品でした。 

一方、昔から栗をライバル視してきたのがさつまいもです。埼玉県川

越市は江戸時代からさつまいもで有名なところなのですが、ここには

「くりよりうまい十三里
じゅうさんり

」という言葉があります。今でいうキャッチコ

ピー、宣伝文句でして、「十三里」がさつまいものことです。栗（九里＝

約36km）+より（四里＝約16km）=十三里（約52km）と言葉がかけられていて、江戸から

川越までの距離が十三里あることを示しているという説、栗（九里）より飛びぬけておいしい

から十三里という説などがあります。川越には「菓子屋横丁」というお菓子の店が並ぶ通りが

あり、さつまいもを使用したお菓子も売られています。中には大行列ができている店もありま

した。栗のライバル？ さつまいもの収穫は10月、11月、もう少し先になります。 

栗から脱線しましたが、昔からの食材には、それにまつわる様々な話があります。まだまだ

暑いですが、この先「収穫の秋」「食欲の秋」となり、栗、さつまいもをはじめ、様々な食材

が出回る季節です。秋に旬となるものをおいしくいただいて、体調を整えていきましょう。 
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夏休み映画鑑賞会 

～本校・センター院内学級～ 

 夏休みのはじめに映画鑑賞会を行いまし

た。病棟の幼児さんが、ミニ映画館に遊びに

来てくれました。 

タブレットを使って、イラストを描いたり

全体のレイアウトを整えたりして鑑賞会ポス

ターを制作し、病棟にお知らせしました。 

夏の行事 

～福浦院内学級～ 

行事に合わせて、子どもたちは合奏やポスタ

ーの制作、教室の装飾をがんばりました。 

100万人のクラシックライブ 

7 月 12日、本校にて 100 万人のクラシック

ライブを行いました。YouTube ライブより本校

以外の教室と繋いで、ヴァイオリンとピアノの

生演奏を楽しみました。 

  

 

 

 

 

色々な作品 

～訪問指導学級～ 

 学習で作った作品や、総合的な学習の時間で

調べてまとめたレポートを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

９月の予定 

１日(金) 全校朝会 

１８日(月) 敬老の日 

２１日(木) 薬物乱用防止教室 

 
その他の予定は、各院内学級より

お知らせします 


